
こんにちは！小池絵未です。
今回は、国連事務局・紛争下
の性的暴力担当国連事務総長
特別代表事務所の大曲由起子
さん（おおまがり・ゆきこ）さんを
訪ねました。

◆今回訪問した国際機関

国連事務局
紛争下の性的暴力担当国連事務
総長特別代表事務所

武力紛争下で起きる性的暴
力の不処罰を根絶し、予防
するという目標を達成する
ために国連全体を主導して
いるのが「紛争下の性的暴
力担当国連事務総長特別
代表」です。
紛争下の性的暴力は安全
保障の問題であり、社会を
破壊し得るということを認識
する安全保障理事会の決
議で創設されました（2009
年）。当時日本も非常任理
事国として創設を後押ししま
した。
現在19カ国の国・地域に注
目して活動しています。国
や軍のトップなどに問題へ
の取り組みを働きかけてい
ます。

◆お話を聞いた方

おおまがり ゆきこ

大曲 由起子さん

国連事務局
紛争下の性的暴力担当国連事
務総長特別代表事務所
アソシエート・プログラム・オフィ
サー
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➊いつ頃、国際機関で働こう
と思いましたか？

高校生の時に国際関係の本
を読んでいて、国際関係を勉
強したいと思いました。

高校3年生になり、アメリカに
留学をしたのですが、留学し
た高校は、移民や難民の子ど
もたちが多く通っている高校で
した。

すごく親しくなった友達が、イ
ラク北部から来たクルド人で、
当時米国に家族で亡命して来
たばかりの子でした。その時
に、世界の窮状を身近に感じ
ました。

実際に国際機関で働こうと
思ったのは、大学時代に国連
でインターンシップを2回した
時です。国連南アフリカ事務
所でインターンをした時の上
司が、とてもパワフルなエチオ
ピア人で、私に色々なことを教
えてくれ、とても良い刺激を受
けました。

彼女が「国連ほど、人類の理
想の現実化を公に堂々と掲げ、
且つ世界中からあまねく信頼
を受けてそれをやり遂げようと
している組織はない」と言った
のをよく覚えています。

彼女は国連にすごく誇りを
持っていたので、その時から
国連で働くことに関心をもつよ
うになりました。



➌国際機関に入る前はどのよ
うなお仕事をしてきたのです
か？

大学院に入学する前に、地元
の福岡で女性に対する暴力の
根絶に取り組んでいるNGO（ア
ジア女性センター）でボランティ
アをしました。

家庭内暴力などを受けた女
性とその子ども達のためのシェ
ルターなどを運営しているNGO
でした。

国際関係を語る前に、まず自
分が生まれ育った街で暴力な
どに苦しんでいる人が目の前
にいる事実に向き合い、自分
がそれに繋がらないといけない
と思っていました。

➍どのような方法で国際機
関に入りましたか？

日本のNGOに勤務してい
る時に初めてJPO試験を受
け、合格しました。

その後、地元に戻り、出
産を経てニューヨークに赴
任しました。ニューヨークに
来てから、1年6ヶ月になり
ます。

➋どのような学歴をお持ちです
か？

米国には国際関係が強い大学
が沢山あり、米国の大学に行くこ
とにしましたが、その選択に自身
で納得したいこともあり、高校3年
生の時にミシガン州の高校に1年
間留学しました。

その後、メリーランド州にあるワ
シントン大学に入学し、国際関係
を勉強しました。この大学は留学
制度が大変整っており、南アフリ
カとトルコ、英国でそれぞれ交換
留学をさせてもらいました。

留学制度だけでなく、学部生に
研究活動費を与える制度が充実
していました。そのプログラムを
使って、レバノンのベイルートで
移民や難民の子どもたちの学校
を運営するNGOでインターンシッ
プをしました。

大学を卒業した後、アラビア語
に大変興味を持っていたので、ク
ウェート政府の奨学金制度を
使って1年間クウェートに語学留
学をしました。

その後は、NGOや国際機関で
の就職を意識して、公共政策の
修士号（専門職学位）を取得しよ
うと、東京大学の公共政策大学
院で2年間勉強しました。

大学院に入学する前に、アル
バイトを掛け持ちしてお金を貯め
たり、地元のNGOでボランティア
をしたりしました。

その後、大学院を卒業し、
日本にいる移住者と難民
の権利保護と促進に取り組
むNGOで6年間勤務しまし
た。その間JPO試験を受け
ました。



➏今後のキャリアについてどの
ようにお考えですか?

紛争問題や人権問題に関わっ
ていきたいです。

日本のNGOでの経験はもちろ
ん、大学時代にフィールド調査
をやったり、レバノンで移民や難
民問題に関わるインターンシッ
プをしたりした経験を通して、社
会の最も「底辺」にいて、忘れ去
られがちな人たちの人権が守ら
れる社会が一番良い社会だと
確信しました。

特に紛争下ですとそういう人
たちの人権が一番忘れ去られ
がちです。

➐国際機関を目指している
方にメッセージをお願いしま
す！

1つ目は、自分の目の前に
ある不正義に対して、何かア
クションができるような人に
なることが大切ということで
す。

まずは認知するだけでもよ
いと思います。それがないの
に、国際関係を語るのは空
虚な気がします。

私は福岡県にある柳川市
という小さい街で育ち、国際
関係と一見縁がないところに
いたのですが、だからと言っ
て目の前に問題がなかった
わけではありません。

私自身（今より）若いときは
それに気づいていませんで
した。世界の問題を解決する
「ため」に、まずは、目の前の
問題に気づき、できれば解
決に貢献してほしいです。

2つ目は、多様性の中で活
動することです。国籍や人種
だけではなく、お金を持って
いる人、持っていない人、自
分とは違う考えを持っている
人、異なる学歴の人、年下
の人、年上の人、そういった
目の前にある多様性に気づ
いて触れておくことが大事だ
と思います。

自分と違った境遇の人たち
の中に入って、お互いを理解
して、一緒に何かをして問題
を解決するという経験が大
切なのではないでしょうか。
国連で働くということもそうい
うことだと感じています。

➎今の仕事について詳しく教
えてください！

この事務所は、事務総長の
特別代表を支える約20人の
小規模な事務所で、紛争下
の性的暴力をなくすという国
連全体の目的を達成するた
めの政治的アドボカシーを主
導しています。

国々のトップ、軍の関係者、
武装勢力などに対して性的
暴力を無くすよう働きかけま
す。

注目しているのは19か国で、
例えば、コンゴ民主共和国、
中央アフリカ共和国、マリ、ソ
マリア、スーダン、南スーダン、
ナイジェリア、イラク、シリア、
リビア、イエメン、ミャンマー、
スリランカ、アフガニスタンな
どです。テロリストの他、国の
軍隊が性的暴力を犯してい
る場合もあります。

具体的な仕事の内容は、政
府としてこのようなことをやり
ます、という約束の文書や行
動計画を一緒に作ったり、専
門家チームが司法、法律整
備、被害者保護といった面で
国をサポートしたりすることで
す。

このような長いプロセスの
中で、徐々に制度が整ってい
き、紛争下の性的暴力に対
する不処罰がなくなり、防止
されることを目指します。

私はそうした国とのやりとり
をサポートしたり、状況のモ
ニタリングや分析をしたりして
います。
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小池絵未（Emi Koike）

1983年11月7日生まれ。東京都
渋谷区出身。

高校から競技チアを開始し、3
年連続で日本選手権大会第3位。
米国ウェスタン・ケンタッキー大

学に進学。大学のチアダンス

チームに所属し、2005年全米大
学チア・アンド・ダンス選手権で

優勝。

その後、NHLナッシュビル・プレ
デターズ、アトランタ・ホークス、

NHLアトランタ・スラッシャーズの
ダンスチームのメンバーとして活

躍。2011年からはNFLのチア
リーダーとしてニューヨーク・

ジェッツで活躍。

NFL、NBA、NHLの米国3大ス
ポーツリーグでチアリーダーに選

出されるのは、日本人としては史

上初。2013年チアリーダーを引
退し、日本テレビ NFL倶楽部の
現地リポーターとして活動中。

ニューヨーク在住現地スポーツリ

ポーターとして、NFLだけでなく、
NBA、MLBの取材にも携わって
いる。
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やはり、若い時に留学して世
界をみると色々なことに実際に
触れ、感じることができるし、将
来やりたい仕事の幅が広がると
思います。

大曲さんのように、アクティブ
に色々な国に行って、経験する
ことは素晴らしいことだと思いま
した。

そして、大曲さんのように、自
分の目の前にある問題に何か
アクションを起こすということが
大切だと思います。私も、ボラン
ティアなど自分ができることが
目の前にあれば、積極的に取り
組んでみたいという気持ちにな
りました。

国連で働いていて楽しい
ところは、日々がチャレンジ
だということです。自分の能
力の限界を超えるような仕
事を任される時もあります。
様々な加盟国とやりとりする
というのも、難しい面もありま
すが、とても楽しいですよ。

➑今回の取材を振り返って。
感じたこと。

大曲さんの経験や考えを聞
けて、とても勉強になりました。
紛争下で起こっている暴力な
どをどうやって解決できるの
かという話は、普通は聞けな
いとても貴重なものでした。

そんな話を聞いていて、ふと、
高校時代にアメリカ留学した
ことを思い出しました。初め
てお友達になった子がイラク
人で、その子のお兄さんが国
連職員だったそうです。
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